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医療従事者に求められているのは、正確な知識、
高い技術、そして患者に対する配慮であることは
言うまでもない。また、医療従事者と患者の関係
は一時的なものではない。様々な状況の中で継続
的に患者を支援し、医療従事者自身もバーンアウ
トしないために、医療従事者は自らの精神的・身
体的状態を良好に保ち、向上させるよう努力して
いく必要がある。筆者はそのような医療従事者の
職務遂行において、セルフ・エスティーム（以下
SE）が重要な役割を果たすのではないかと考えて
いる。

SEは自己の価値を評価する心理学の概念であ
る。Rosenbergによる「自己に対する好ましい態
度」という定義1）が最も広く用いられており、わ
が国においては自尊心、自己評価などと訳されて
いる。SEに着目した研究は1970年代後半にライ
フスキル教育分野で始まり、SEが高い人は問題
解決能力やストレス対処能力など、人がよりよく
生きていく上で重要な能力に富んでいること、ま

た、SEは問題を解決することによって高まると
いう相互作用があることが報告されている2）。
保健医療分野でのSE研究は、健康づくりある

いは疾病予防のための保健行動との関連を検討す
るものが多い。それらはSEが高い人ほど自分自
身の健康状態を良好に保つことができることを報
告している 3，4）。保健医療における行動科学の重
要性の認識の深まりに伴い、SEと健康に関する
報告の数は年々増加している。歯科学分野では、
SEと歯科保健行動、特にブラッシングとの関連
性が報告されている 5，6）、筆者らも小学生を対象
とした調査で、SEの高い子供は飲料摂取などに
おいてより良い歯科保健行動を行っていることを
確認した7）。また、SEと医療従事者の職務遂行と
の関連についての研究も行われており、英国にお
ける調査では看護師の勤労意欲とSEの関連性が
示されている8）。歯科医師を対象とした調査では、
PurieneらがSEの欠如、孤独感などが勤労意欲に
大きな否定的影響を及ぼすことを報告している9）。
近年、健康教育の枠組みは、旧来の指導・操作
型から人々の自由意志を尊重する合意形成型へと
転換している10）。疾病を予防し、健康な生活を保
持・増進するためには、自らの健康を主体的にケ
アしようとする意志に基づいた行動が必要であ
る。また、そのような行動を支援する医療従事者
は、相手の立場を理解した上で尊重し、行動する
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ことが必要である。医療従事者の役割について、
Dubosはその著書「健康という幻想」のなかで、
「幸福と健康をつくり出す仕事には、生物とその
環境全体との間をつなぐ関係を理解する一種の英
知と洞察力がいる。」11）と述べている。Dubosの
いう「環境」は、物質的な環境のみならず、家族
や地域のような社会環境も含んでいる。人はSE
が高い状態にあるとき物事を前向きにとらえ、社
会の中における自分の役割を最大限に果たすこと
ができる。また、相手の立場を理解した上で尊重
し、行動することができる 12）。「幸福と健康」を
つくり出す仕事を担う医療従事者にとって、高い
SEであることは、職務を遂行する上での必要条
件になり得ると考える。SEが高い者ほど対人コ
ミュニケーション能力が高いことが示す報告もあ
り 13）、医療従事者にとってSEは患者と向き合う
姿勢や職業的モチベーションのみならずコミュニ
ケーション能力とも関連することが予想される。
さて、SEは自己の価値についての認知であり、
その認知は社会的な人間関係の中で変化する 14）。
Jamesは自己の概念を、物質的自己、精神的自己、
社会的自己の3つに分類し、SEは精神的自己、社
会的自己の成長と関連するとしている15）。物質的
自己とは身体や財産などであり、精神的自己とは
自分の意識状態や心理的能力である。そして、社
会的自己とは人が他者から受ける承認や評価に
よって自己の中に形成されるイメージである 16）。
筆者らはこれまで、歯科衛生士、栄養士、歯科学
生、歯科衛生士学生を対象としてSEに関する調
査を行うととともに、就業者には「職務に対する
価値観」や職業人としての自己評価に関する調査
も行ってきた。職務に対する価値観に関する質問
項目は、筆者らがRosenbergの自尊心尺度をもと
にして作成したものである。筆者らの調査から、
SEは「職務に対する価値観」、職業人としての自
己評価、生活満足度と正相関することが示されて
いる（表１）18，19）。対象者が「職務に対する価値
観」に関する質問に回答するとき、回答の基準と
なるのは対象者本人あるいは同僚の経験であるこ
とが多いと考えられる。職業集団は対象者の所属

集団であると同時に対象者の価値観、信念、態度、
行動などに強い影響を与える準拠集団 17）でもあ
る。したがって、職務に対する価値観に関する質
問項目は、職業人としての自己評価に関わる質問
項目とともに、調査対象者の社会的自己、―歯科
衛生士あるいは栄養士としての自己―、がある程
度評価できるものと考えられる。調査において得
られたデータからのみの考察ではあるが、対象者
のSEの高さは職業人としての高い自己評価や職
務に対する価値観といった社会的自己の充実と、
生活満足度という精神的自己の充実の両者と関連
していると考えられた。
梶田はSEの形成要因として、①他者からの評

価や承認による気づき、②同一視に基づく取り入
れ、③役割遂行や様々な経験による気づき、とい
う3つをあげている20）。医療従事者のSEを高める
ためには、職業的アイデンティティを確立し、継
続的な成功体験を得る機会を増やすことによっ
て、精神的自己、社会的自己を成長させていく必
要がある。将来の医療従事者である学生の教育に
おいても同様である。
「幸福と健康」をつくり出す仕事を担う医療従
事者にとって、自らのSEを高めることは努力義
務と言っても過言ではないかもしれない。患者が
自らの存在の重要性を再認識し、健康を主体的に
ケアしようという意識をもって行動をできるよう
に―患者が高いSEを持てるように―支援してい
けるのは、高いSEを持った医療従事者であると
筆者は考える。
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表1　歯科衛生士、栄養士のセルフ・エスティームと関連する要因
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Self-esteem（SE） from a psychological perspective reflects a person’s overall evaluation or appraisal of
her or his own worth. The study of SE began in the field of life skills education in the latter half of the 1970’s.
There are many reports that people with high SE are able to live better lives utilizing important capabilities
such as problem-solving or stress management ability.

Person with high SE be able to think things positively and can play their role in the society to its maxi-
mum. In addition, person with high SE respects it after having understood the viewpoint of the other party
and can behave. For health professions, such attitudes are very important when they accomplish duties. To
raise health professions’SE, it is necessary for them to establish the occupational identity, and to have a lot
of chance to obtain a continuous success experience. It is health professions with high SE who can support
people’s health and the happiness.

Health Science and Health Care 10（2）：59−62，2010




